































































































































































































































































































































































































3) 伊勢貞丈 『貞丈雑記J巻9 （島田勇雄校注、平凡社、 1985年）。
4) 小松茂美 『手紙の歴史j（岩波書店、 1976年）。
5) 保立道久「絵巻に描かれた文書」（藤原良章、五味文彦編 『絵巻に中世を読むJ吉川弘文館、 1995
年）。田中稔「絵巻に見える書状の書き方」（『中世史料論考J古川弘文館、 1993年）。
6) 伊勢貞丈 『四季草j（江戸 ：岡田屋嘉七刊）。
7) 清少納言『枕草子J（日本古典文学全集、小学館、1974年、底本は以下同じ）。
8) 『今昔物語集』（新編日本古典文学全集、小学館、1999年、底本は以下同じ）。
＊討議要旨
村尾誠一氏は、詞書の一場面を虚構化された世界として捉えているが、戦場の惨状を伝えようとい
うもっと切実な意図を持っていた可能性はないのか、と尋ね、発表者は、 「虚構」という言葉は絵を構
成する重要な表現様式とし寸意味で用いたのであって、否定的な捉え方をするものではないと答えた。
鈴木淳氏は、絵巻の模写はこれまであまり省みられることがなかったが、江戸末期に松平定信によっ
て編纂された 『古画類緊』などについても掘り下げて研究されることを期待したい、と感想を述べた。
事I南燕氏は、手紙を書く場面で文机のような台が描かれていないのはなぜか、と尋ね、発表者は、絵
巻では経典がもっとも格の高いものとして表現されるため、それを強調する意味でも、経典よりも格
の下がる手紙の場合には描かなかったのではないか、と答えた。
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